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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単な操作でカラーフローモード実行時にモニ
タに表示されるＲＯＩの表示領域を変更することができ
、操作性を向上する。
【解決手段】指標画像表示装置を用いた超音波診断装置
１は、モニタ５に表示される画像に重ねられる所定形状
の指標画像のＲＯＩを表示させるための指標画像表示手
段７と、一度の操作により前記ＲＯＩの表示形態を所定
量ずつ変更可能な表示形態変更手段であるＣＰＵ８と、
前記ＣＰＵ８へ操作信号を出力するための操作部４と、
前記操作部４に設けられ前記ＲＯＩの初期状態を示す図
形情報と前記ＣＰＵ８によって変更される変更情報とを
表す複数の操作ボタンを備えた変更情報表示部であるＬ
ＣＤパネル１５とを有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モニタに表示される画像に重ねられる所定形状の指標画像を表示させるための指標画像
表示手段と、
　一度の操作により前記指標画像の表示形態を所定量ずつ変更可能な表示形態変更手段と
、
　前記表示形態変更手段へ操作信号を出力するための操作手段と、
　前記操作手段に設けられ前記指標画像の初期状態を示す図形情報と前記表示形態変更手
段によって変更される変更情報とを表す変更情報表示部と、
　を具備したことを特徴とする指標画像制御装置。
【請求項２】
　所定形状の指標画像をモニタに表示する指標画像表示手段と、
　それぞれが、前記モニタに表示される前記指標画像の初期状態の形状を有する図形情報
と、前記モニタに表示された前記指標画像の表示領域を変化させる、上、下、左、及び右
の少なくとも１つの方向の変更情報とを合わせて表示する複数の操作ボタンを有する指標
画像操作手段と、
　前記指標画像操作手段において操作された操作ボタンについての前記変更情報に応じて
、前記モニタに表示される前記指標画像の表示領域を変更する指標画像変更手段と、
　を具備したことを特徴とする指標画像制御装置。
【請求項３】
　前記指標画像変更手段は、前記操作された操作ボタンについての前記変更情報に応じて
、前記モニタの表示画面上の前記指標画像を移動させ、或いは前記指標画像の大きさを拡
大又は縮小させることにより、前記指標画像の表示領域を変更することを特徴とする請求
項２に記載の指標画像制御装置。
【請求項４】
　前記指標画像の移動、及び前記指標画像の大きさの拡大及び縮小は、
前記操作された操作ボタンに対する１回の操作に対して予め設定された量だけ行なわれる
ことを特徴とする請求項３に記載の指標画像制御装置。
【請求項５】
　前記複数の操作ボタンは、タッチパネルの画面内に表示して構成され、さらに、前記指
標画像操作手段は、前記複数の操作ボタンと同様に前記モニタに表示された前記指標画像
を操作するための操作部を有していることを特徴とする請求項２から請求項４のいずれか
１項に記載の指標画像制御装置。
【請求項６】
　前記指標画像表示手段は、被検体の超音波画像を生成し、生成した超音波画像を前記モ
ニタに表示する超音波診断装置に設けられ、前記指標画像は、前記超音波診断装置により
フローモードが実行された場合には、前記超音波画像が表示された前記モニタの表示画面
上に表示される関心領域の画像であることを特徴とする請求項２から請求項５のいずれか
１項に記載の指標画像制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、指標画像制御装置に関し、特にモニタの画面上に表示される指標画像の表示
領域を変更することができる指標画像制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、超音波診断装置は、医療用分野及び工業用分野において、広く用いられる。超音
波診断装置は、超音波振動子から超音波を生体組織に繰り返し送波し、生体組織から反射
される超音波のエコー信号を受波して、生体内の情報を可視像の超音波断層画像（以下、
単に超音波画像と称す）として表示している。
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【０００３】
　特に、超音波振動子を電子的に駆動して体腔内を走査する電子走査式の超音波診断装置
は、走査方法を自由に変更することが可能となり、通常の白黒画像を表示するＢモードの
他に、血流の可視像化が可能なカラーフローモードを含むフローモード等のいろいろなモ
ードでの走査が可能である。
【０００４】
　また、電子走査式の超音波内視鏡は、カラーフローモードを実行すると、ドップラー処
理により算出した血流画像をモニタに表示する。この場合、このモニタの表示画面上には
、前記ドップラー処理の画像が表示される関心領域（ＲＯＩ：Region Of Interestの略で
以下、ＲＯＩと称す)が表示される。尚、このＲＯＩは、指標画像として、予め設定され
た表示領域内に血流画像を表示している。
【０００５】
　このような超音波診断装置は、各種データ及び指示信号を入力するための操作部を有し
ている。この操作部は、一般に超音波診断装置の操作パネルに設けられた複数のキー及び
スイッチ等によって構成され、又はキーボードに設けられた複数のキー及びスイッチ、ト
ラックボール等によって構成されている。
【０００６】
　超音波診断装置における操作性を向上させる従来技術としては、例えば特許文献１に記
載の超音波診断装置がある。
【０００７】
　この特許文献１に記載の超音波診断装置は、表示部（モニタ）の表示面と実質的に一体
的に配置されるタッチパネルを有し、このタッチパネルに、被検幅設定機能起動領域を設
け、それにより、画像の表示幅を変更する機能を示す表示をするようにして、表示幅の変
更操作を可能にしている。
【特許文献１】特開２００７－１５９９２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　一般に、カラーフローモード実行時に表示されるＲＯＩを用いた観察では、操作者は、
超音波診断装置の操作部に設けられたトラックボール等のスイッチを操作することにより
、ＲＯＩを所望する位置に移動させたり、又は複数のキーを操作することにより、ＲＯＩ
の大きさを変更したりして、ＲＯＩの表示領域を変更していた。
【０００９】
　しかしながら、従来の超音波診断装置では、ＲＯＩの向きが変わったりすると、トラッ
クボールの操作方向と、モニタの表示画面上のＲＯＩの移動方向とが一致しなくなる場合
があるため、操作者による操作内容に応じた、直感的に表示画面上の所望の位置にＲＯＩ
を移動させることができない等の問題があり、操作性が悪い。また、ＲＯＩの大きさ変更
する場合には、複数のキーを用いて操作するため、操作者は、ＲＯＩを所望の大きさに変
更する操作内容に対応するキーを選択しなければならず、操作が煩雑であるいった問題点
があった。
【００１０】
　前記特許文献１に記載の超音波診断装置では、タッチパネルを操作することで、モニタ
に表示されている超音波画像の周囲に、その操作内容を示す画像が表示される被検幅設定
機能起動領域を表示しているが、この起動領域は単に超音波画像の表示角度又は表示幅を
変更するための領域であり、カラーフローモード実行におけるＲＯＩのような指標画像を
変更するためのものではない。即ち、上述したようなＲＯＩの向きが変わった場合等に生
じるＲＯＩの移動時の操作性の問題、及びＲＯＩの大きさ変更時における操作性の問題に
ついては、何等開示も示唆もされていない。
【００１１】
　そこで、本発明は前記問題点に鑑みてなされたもので、モニタに表示されるＲＯＩ等の
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指標画像を容易に変更することができ、操作性を向上することができる指標画像制御装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　　本発明の指標画像制御装置は、モニタに表示される画像に重ねられる所定形状の指標
画像を表示させるための指標画像表示手段と、一度の操作により前記指標画像の表示形態
を所定量ずつ変更可能な表示形態変更手段と、前記表示形態変更手段へ操作信号を出力す
るための操作手段と、前記操作手段に設けられ前記指標画像の初期状態を示す図形情報と
前記表示形態変更手段によって変更される変更情報とを表す変更情報表示部と、を有して
いる。
【００１３】
　また、本発明の指標画像制御装置は、所定形状の指標画像をモニタに表示する指標画像
表示手段と、それぞれが、前記モニタに表示される前記指標画像の初期状態の形状を有す
る図形情報と、前記モニタに表示された前記指標画像の表示領域を変化させる、上、下、
左、及び右の少なくとも１つの方向の変更情報とを合わせて表示する複数の操作ボタンを
有する指標画像操作手段と、前記指標画像操作手段において操作された操作ボタンについ
ての前記変更情報に応じて、前記モニタに表示される前記指標画像の表示領域を変更する
指標画像変更手段と、を有している。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の指標画像制御装置によれば、モニタに表示される指標画像を容易に変更するこ
とができ、操作性を向上することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。 
　図１から図１４は本発明の一実施の形態に係り、図１は指標画像制御装置を用いた超音
波診断装置の全体構成を示すブロック図、図２は図１の操作部の具体的な構成を示す構成
図、図３は図２のＬＣＤパネルに表示されたＲＯＩ設定操作部の構成例を示す図、図４は
図３のＲＯＩ設定操作部によりＲＯＩの表示領域を変更するための原理を説明するための
説明図、図５は図１の超音波診断装置内のＣＰＵの制御処理の流れを示すフローチャート
、図６は指標画像である初期状態のＲＯＩがモニタに表示された状態を示す画面表示図、
図７から図１４は本実施の形態の超音波診断装置の作用を説明するためのモニタの画面表
示図である。
【００１６】
　図１に示すように、本実施の形態の指標画像制御装置を用いた超音波診断装置１は、超
音波プローブ２と、プロセッサ３と、操作部４と、モニタ５とを有して構成されている。
【００１７】
　超音波プローブ２は、複数の超音波振動子２ａ（以下、エレメントと述べることもある
）を配列して構成されている。これら複数の超音波振動子２ａは信号線を介して前記プロ
セッサ３に電気的に接続されている。
【００１８】
　尚、この超音波プローブ２は、前記複数の超音波振動子２ａを電子的に駆動して体腔内
を走査する電子走査式のものが用いられている（図４参照）。また、この電子走査式の超
音波プローブ２の具体的な構成については既存の電子走査式超音波プローブと同様である
ので説明を省略する。
【００１９】
　プロセッサ３は、前記超音波プローブ２を着脱自在に接続可能である。このプロセッサ
３は、前記超音波プローブ２からエコー信号を得て超音波画像を生成し、この生成した超
音波画像を前記モニタ５に表示させる。
【００２０】
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　また、プロセッサ３は、所定形状の指標画像であるＲＯＩをモニタ５に表示する指標画
像表示手段７を有している。
【００２１】
　ここで、このプロセッサ３の具体的な構成を説明する。
【００２２】
　図１に示すように、プロセッサ３は、送受信部６と、前記指標画像表示手段７を構成す
る合成処理部７Ａ及び画像処理部７Ｂと、指標画像変更手段を構成するＣＰＵ８と、メモ
リ９とを要部として構成されている。
【００２３】
　送受信部６は、送信時において、超音波振動子２ａ（図４参照）を駆動するための送信
用の電気信号を生成し、対応する超音波振動子２ａに出力する。この超音波振動子２ａは
、供給された送信用の電気信号を各振動素子によって超音波に変換して、図示しない被検
体に送信する。
【００２４】
　そして、被検体で反射した超音波が、超音波振動子２ａの各振動素子で再び電気信号に
変換され、変換された電気信号は前記送受信部６に入力される。
【００２５】
　尚、前記送受信部６は、前記ＣＰＵ８の制御によって、前記超音波プローブ２の複数の
超音波振動子２ａの内、駆動する超音波振動子２ａを選択するようになっている。
【００２６】
　また、送受信部６は、受信時において、例えば増幅器、ＢＰＦ、ＬＰＦ等により構成さ
れたブロックを用いて、超音波を収束するように各超音波振動子２ａからの受信信号を整
相加算した後、増幅し、デジタルデータに変換した後、前記合成処理部７Ａに出力する。
【００２７】
　合成処理部７Ａは、入力されるデジタルデータの種別に応じた信号処理を行う。例えば
、合成処理部７Ａは、Ｂモードである場合には、バンドバスフィルタ処理、Log圧縮、検
波、ゲイン調整、コントラスト調整など、Ｂモードデータを生成するための処理を行う。
【００２８】
　また、合成処理部７Ａは、カラーフローモードである場合には、血流に関するカラーデ
ータを生成するための処理を行う。
【００２９】
　この場合、合成処理部７Ａは、ＲＯＩの表示領域に応じたカラーデータと、Ｂモードデ
ータとを合成処理して合成データを生成し、この生成した合成データを画像処理部７Ｂに
出力する。
【００３０】
　画像処理部７Ｂは、ＣＰＵ８の制御によって、前記合成処理部７Ａからの合成データを
画像処理して、画像表示用のデジタル超音波データを生成した後、アナログ画像信号に変
換してモニタ５に出力して、このアナログ画像信号に基づく超音波画像をモニタ５に表示
させる。
【００３１】
　次に、操作部４の構成について、図１から図３を用いて説明する。
【００３２】
　図１に示すように、操作部４は、指標画像操作手段を構成するもので、前記プロセッサ
３のＣＰＵ８に電気的に接続される。尚、操作部４とＣＰＵ８とは、接続ケーブル等の有
線で接続しても良いし、又は無線を介して接続しても良い。
【００３３】
　本実施の形態において、前記操作部４は、それぞれが、前記モニタ５に表示されるＲＯ
Ｉの初期状態の形状を有する図形情報と、前記モニタ５に表示されたＲＯＩの表示領域を
変化させる、上、下、左、及び右の少なくとも１つの方向の変更情報とを合わせて表示す
る複数の操作ボタンを有して構成されている。
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【００３４】
　具体的には、操作部４は、ＣＰＵ１２と、この操作部４の実行プログラムを格納したメ
モリ１３と、画面表示制御部１４と、変更情報表示部を構成するもので前記複数のボタン
を表示可能なＬＣＤパネル１５と、キー操作部１６と、トラックボール１７と、スイッチ
群１８と、ＬＣＤパネル１５の表示用データを格納したメモリ１９とを有して構成されて
いる。
【００３５】
　図２には、前記操作部４における、ＬＣＤパネル１５と、キー操作部１６と、トラック
ボール１７と、スイッチ群１８との配置形態の一例が示されている。
【００３６】
　図２に示すように、例えば、前記操作部は、複数のキーで構成されたキー操作部１６と
、ＬＣＤパネル１５とを主体に並設し、これらのキー操作部１６及びＬＣＤパネル１５の
下側の中央に前記トラックボール１７を配置し、このトラックボール１７を挟むように、
スイッチ群１８を構成する３つのスイッチ操作部１８ａ、１８ｂ、１８ｃを配置している
。
【００３７】
　スイッチ群１８において、スイッチ操作部１８ａ、１８ｂは、各種設定のオン／オフ操
作又は各種設定のレベルを増減するためのスイッチである。また、スイッチ操作部１８ｃ
は、上、下、左及び右方向の矢印操作キーで構成されており、例えばＲＯＩの表示領域を
変更する際に用いられる他の操作部を構成している。
【００３８】
　従って、操作部４は、操作者にとって操作しやすいレイアウトで各種操作スイッチが配
置されたものとなる。
【００３９】
　尚、操作部４は、図２に示すような構成に限定されることはなく、適宜スイッチを増や
したり、又は減らしたりしても良く、また、スイッチのレイアウトを変更して構成しても
良い。
【００４０】
　本実施の形態では、操作部４のＬＣＤパネル１５は、例えば、ＲＯＩ設定用のＲＯＩ設
定操作部を構成する操作パネル画面２０を表示する。
【００４１】
　この操作パネル画面２０には、ＲＯＩの位置調整を行うＲＯ１位置調整ボタン１５Ａと
、ＲＯＩのサイズ（大きさ）調整を行うＲＯＩサイズ変更ボタン１５Ｂと、ＲＯＩに表示
された血流画像のゲインを調整するフローゲイン調整ボタン１５Ｃと、ＲＯＩ内の血流画
像の分解能を設定するフロー分解能ボタン１５Ｄと、ＲＯ１位置調整ボタン１５Ａ又はＲ
ＯＩサイズ変更ボタン１５Ｂにより変更されたＲＯＩの表示領域を初期状態に戻すリセッ
トを行うＲＯＩリセットボタン１５Ｅとが表示される。
【００４２】
　尚、前記ＬＣＤパネル１５はタッチパネルであり、前記操作パネル画面２０の各種ボタ
ンのいずれかを押下することにより、押下したボタンに対応する操作信号をＣＰＵ１２に
出力する。
【００４３】
　ここで、本実施の形態の主要部の一部であるＲＯＩ位置調整ボタン１５Ａ及びＲＯＩサ
イズ変更ボタン１５Ｂの具体的な構成を説明する。
【００４４】
　ＲＯＩ位置調整ボタン１５Ａは、図３に示すように、ＲＯＩを超音波振動子２ａ側に近
づけるように移動させるための接近方向移動ボタン１５ａと、ＲＯＩを超音波振動子２ａ
から離れる方向に移動させるための離隔方向移動ボタン１５ｂと、ＲＯＩを時計回り方向
に移動させるための時計回り方向回転ボタン１５ｃと、ＲＯＩを反時計回り方向に移動さ
せるための反時計回り方向回転ボタン１５ｄとを有して構成されている。
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【００４５】
　また、ＲＯＩサイズ変更ボタン１５Ｂは、図３に示すように、ＲＯＩの深さ方向を縮小
させるための深さ方向縮小ボタン１５ｅと、ＲＯＩの深さ方向を拡大させるための深さ方
向拡大ボタン１５ｆと、ＲＯＩの角度幅を縮小させるための角度幅縮小ボタン１５ｇと、
ＲＯＩの角度幅を拡大させるための角度幅拡大ボタン１５ｈとを有して構成されている。
【００４６】
　これらのボタン１５ａ～１５ｈは、それぞれ、図形情報である初期状態のＲＯＩの形状
と、変更情報であるＲＯＩの表示領域を変化させる上下及び左右方向を示す矢印２１とを
合わせて表示することで、複数の操作ボタンを構成している。
【００４７】
　また、メモリ１９には、このような表示構成の複数のボタン１５ａ～１５ｈを含む操作
パネル画面２０をＬＣＤパネル１５に表示するための表示データが格納されており、画面
表示制御部１４はこの表示データを用いてＬＣＤパネル１４上に前記操作パネル画面２０
を表示させる。
【００４８】
　尚、本実施の形態では、メモリ１９には、その他の複数の操作パネル画面に応じた表示
データも記憶されており、前記画面表示制御部１４はＣＰＵ５による制御によって、ＬＣ
Ｄパネル１５に各種設定の操作パネル画面を順次切り替えて表示させると同時に、表示し
た操作パネル画面に応じた複数の操作ボタンを表示する制御を行うこともできる。
【００４９】
　従って、前記操作部４は、前記構成のＲＯＩ位置調整ボタン１５Ａ及びＲＯＩサイズ変
更ボタン１５Ｂを備えたことにより、ＲＯＩの表示領域を変更操作する場合には、ＲＯＩ
の初期状態の形状と、ＲＯＩの変更操作の内容に応じた矢印２１とが表示されているため
、直感的に所望の操作内容に基づく操作ボタンを選択できる。
【００５０】
　そして、前記ＲＯＩ位置調整ボタン１５Ａ及びＲＯＩサイズ変更ボタン１５Ｂが押下さ
れると、押下されたボタンに応じた操作信号が生成されてＣＰＵ１２に出力される。
【００５１】
　尚、前記スイッチ操作部１８ｃ及びトラックボール１７を用いて、ＲＯＩの表示領域を
変更する際の操作を行っても良い。この場合も、前記スイッチ操作部１８ｃ及びトラック
ボール１７が操作されると、操作内容に応じた操作信号がＣＰＵ１２に出力される。
【００５２】
　ＣＰＵ１２は、前記ＬＣＤパネル１５、キー操作部１６、トラックボール１７又はスイ
ッチ群１８の操作に関する操作信号を、プロセッサ３のＣＰＵ８に出力する。
【００５３】
　尚、本実施の形態では、操作部４内のメモリ１３は、前記メモリ１９に記憶された表示
データやプログラムを更新したりするためのプログラム等を記憶している。
【００５４】
　この場合、プロセッサ３のＣＰＵ８は、外部のメモリ１０から更新用のプログラムを取
込み、操作部４側に送信する。そして、操作部４のＣＰＵ１２は、この更新用のプログラ
ム及び表示データ等を前記メモリ１９に書き込む。
【００５５】
　本実施の形態では、図１のプロセッサ３内のＣＰＵ８及びメモリ９は、表示形態変更手
段及び指標画像変更手段を構成している。
【００５６】
　ＣＰＵ８は、前記操作部４における前記ＲＯＩ位置調整ボタン１５Ａ及びＲＯＩサイズ
変更ボタン１５Ｂの各操作ボタン１５ａ～１５ｈについての矢印２１の情報に応じて、前
記モニタ５に表示されるＲＯＩの表示領域を変更するように制御する。
【００５７】
　ここで、前記プロセッサ３の指標画像表示手段７によりモニタ５に初期状態のＲＯＩを
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表示したり、又は操作部４の操作に基づいてＲＯＩの表示領域を変更するためには、ＲＯ
Ｉの表示に関する表示データが必要である。
【００５８】
　本実施の形態では、ＲＯＩの表示に関する表示データは、メモリ９に記憶されている。
このＲＯＩの表示に関する表示データについて、図４を用いて説明する。
【００５９】
　図４は初期状態におけるＲＯＩを表示するのに必要な表示データが示されている。図４
に示すように、カラーフローモード実行時には、初期状態のＲＯＩ３０が超音波画像を表
示しているモニタ５の表示画面に表示される。
【００６０】
　この場合、初期状態のＲＯＩ３０をモニタに表示するには、超音波プローブ２の超音波
振動子２ａから一番近点の表示位置を示す表示データＰｎと、前記超音波振動子２ａから
一番遠点の表示位置を示す表示データＰｆと、表示データＰｎと表示データＰｆとの中間
位置における角度を示す表示データＰｃと、ＲＯＩ３０の表示角度幅を示す表示角度幅デ
ータθとの表示データが必要である。
【００６１】
　そのため、これらの表示データが、ＲＯＩ３０の初期状態のデータとして前記メモリ９
に記憶されている。
【００６２】
　そして、ＣＰＵ８は、前記メモリ９に記憶された前記表示データを読み出し、読み出し
た表示データを用いて合成処理部を制御することにより、ＲＯＩ３０の表示領域を、操作
部４の操作信号に基づいて変更する。
【００６３】
　尚、この場合、ＣＰＵ８は、ＲＯＩ３０の上下方向及び左右方向のいずれかの方向への
移動、及びＲＯＩ３０の大きさの上下方向及び左右方向のいずれかの方向への拡大及び縮
小するときは、１回の操作に対応して、予め設定された設定量だけ行うように制御する。
　
　次に、本実施の形態の超音波診断装置の作用について、図５から図１４を用いて説明す
る。　
　尚、図５はプロセッサ３のＣＰＵの制御処理の流れを示すフローチャート、図６は指標
画像である初期状態のＲＯＩがモニタに表示された状態を示す画面表示図、図７は接近方
向移動ボタンの押下によりＲＯＩを初期状態から超音波振動子側の近点位置に移動した状
態を示す画面表示図、図８は隔離方向移動ボタンの押下によりＲＯＩを初期状態から超音
波振動子側の遠点位置に移動した状態を示す画面表示図、図９は時計回り方向回転ボタン
の押下によりＲＯＩを初期状態から時計回り方向に移動した状態を示す画面表示図、図１
０は反時計回り方向回転ボタンの押下によりＲＯＩを初期状態から反時計回り方向に移動
した状態を示す画面表示図、図１１は深さ方向拡大ボタンの押下によりＲＯＩの深さ方向
を初期状態から拡大した状態を示す画面表示図、図１２は深さ方向縮小ボタンの押下によ
りＲＯＩの深さ方向を初期状態から縮小した状態を示す画面表示図、図１３角度幅拡大ボ
タンの押下によりＲＯＩの角度を初期状態から拡大した状態を示す画面表示図、図１４は
角度幅縮小ボタンの押下によりＲＯＩの角度を初期状態から縮小した状態を示す画面表示
図である。
【００６４】
　いま、操作者が図１に示す超音波診断装置１を用いてモニタ５に表示されたＲＯＩ３０
の表示領域を変更するものとする。この場合、図１のＣＰＵ８は、メモリ９に記憶された
図５に示すＲＯＩ調整処理を行うプログラムを読み出して実行する。　
　ＣＰＵ８は、ステップＳ１の判断処理で、接近方向移動ボタン１５ａが押下されたか否
かを判定し、押下されてない場合には処理をステップＳ３に移行し、押下された場合には
ステップＳ２の処理にて、押下された回数及び時間に応じて、図４に示す表示データＰｎ
とＰｆを減少するように指標画像表示手段７を制御して処理をステップＳ１に戻す。
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【００６５】
　このステップＳ２の処理により、モニタ５には、例えば図７に示す表示画面５Ａが表示
され、この表示画面５Ａは、ＲＯＩ３０が図６に示す初期状態の位置から超音波振動子側
の近点位置Ｐｎ´に移動したＲＯＩ３０Ａを表示する。
【００６６】
　その後、ＣＰＵ８は、ステップＳ３の判断処理で、離隔方向移動ボタン１５ｂが押下さ
れたか否かを判定し、押下されてない場合には処理をステップＳ５に移行し、押下された
場合にはステップＳ４の処理にて、押下された回数及び時間に応じて、図４に示す表示デ
ータＰｎとＰｆを増加するように指標画像表示手段７を制御して処理をステップＳ１に戻
す。
【００６７】
　このステップＳ４の処理により、モニタ５には、例えば図８に示す表示画面５Ｂが表示
され、この表示画面５Ｂは、ＲＯＩ３０が図６に示す初期状態の位置から超音波振動子側
の遠点位置Ｐｆ´に移動したＲＯＩ３０Ｂを表示している。
【００６８】
　次に、ＣＰＵ８は、ステップＳ５の判断処理で、時計回り方向回転ボタン１５ｃが押下
されたか否かを判定し、押下されてない場合には処理をステップＳ７に移行し、押下され
た場合にはステップＳ６の処理にて、押下された回数及び時間に応じて、図４に示す表示
データＰｃを増加するように指標画像表示手段７を制御して処理をステップＳ１に戻す。
【００６９】
　このステップＳ６の処理により、モニタ５には、例えば図９に示す表示画面５Ｃが表示
され、この表示画面５Ｃは、ＲＯＩ３０が図６に示す初期状態の位置から時計回り方向の
位置Ｐｃ´に回転移動したＲＯＩ３０Ｃを表示している。
【００７０】
　その後、ＣＰＵ８は、ステップＳ７の判断処理で、反時計回り方向回転ボタン１５ｄが
押下されたか否かを判定し、押下されてない場合には処理をステップＳ９に移行し、押下
された場合にはステップＳ８の処理にて、押下された回数及び時間に応じて、図４に示す
表示データＰｃを減少するように指標画像表示手段７を制御して処理をステップＳ１に戻
す。
【００７１】
　このステップＳ８の処理により、モニタ５には、例えば図１０に示す表示画面５Ｃが表
示され、この表示画面５Ｃは、ＲＯＩ３０が図６に示す初期状態の位置から反時計回り方
向の位置Ｐｃ´´に回転移動したＲＯＩ３０Ｄを表示している。
【００７２】
　次に、ＣＰＵ８は、ステップＳ９の判断処理で、深さ方向拡大ボタン１５ｆが押下され
たか否かを判定し、押下されてない場合には処理をステップＳ１１に移行し、押下された
場合にはステップＳ１０の処理にて、押下された回数及び時間に応じて、図４に示す表示
データＰｎを減少するとともに表示データＰｆを増加するように指標画像表示手段７を制
御して処理をステップＳ１に戻す。
【００７３】
　このステップＳ１０の処理により、モニタ５には、例えば図１１に示す表示画面５Ｅが
表示され、この表示画面５Ｅは、ＲＯＩ３０が図６に示す初期状態の位置から超音波振動
子２ａの近点位置Ｐｎ´と遠点位置Ｐｆ´との間で表示領域が拡大されたＲＯＩ３０Ｅを
表示している。
【００７４】
　その後、ＣＰＵ８は、ステップＳ１１の判断処理で、深さ方向縮小ボタン１５ｅが押下
されたか否かを判定し、押下されてない場合には処理をステップＳ１３に移行し、押下さ
れた場合にはステップＳ１２の処理にて、押下された回数及び時間に応じて、図４に示す
表示データＰｎを増加するとともに表示データＰｆを減少するように指標画像表示手段７
を制御して処理をステップＳ１に戻す。
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【００７５】
　このステップＳ１２の処理により、モニタ５には、例えば図１２に示す表示画面５Ｆが
表示され、この表示画面５Ｆは、ＲＯＩ３０が図６に示す初期状態の位置から超音波振動
子２ａの近点位置Ｐｎ´´と遠点位置Ｐｆ´´との間で表示領域が縮小されたＲＯＩ３０
Ｆを表示している。
【００７６】
　次いで、ＣＰＵ８は、ステップＳ１３の判断処理で、角度幅拡大ボタン１５ｈが押下さ
れたか否かを判定し、押下されてない場合には処理をステップＳ１５に移行し、押下され
た場合にはステップＳ１４の処理にて、押下された回数及び時間に応じて、図４に示す表
示角度データθを増加するように指標画像表示手段７を制御して処理をステップＳ１に戻
す。
【００７７】
　このステップＳ１４の処理により、モニタ５には、例えば図１３に示す表示画面５Ｇが
表示され、この表示画面５Ｇは、ＲＯＩ３０が図６に示す初期状態の位置から表示角度デ
ータθ´に拡大されたＲＯＩ３０Ｇを表示している。
【００７８】
　そして、ＣＰＵ８は、ステップＳ１５の判断処理で、角度幅縮小ボタン１５ｇが押下さ
れたか否かを判定し、押下されてない場合には処理をステップＳ１に戻し、押下された場
合にはステップＳ１６の処理にて、押下された回数及び時間に応じて、図４に示す表示角
度データθを減少するように指標画像表示手段７を制御して処理をステップＳ１に戻す。
【００７９】
　このステップＳ１６の処理により、モニタ５には、例えば図１４に示す表示画面５Ｈが
表示され、この表示画面５Ｈは、ＲＯＩ３０が図６に示す初期状態の位置から表示角度デ
ータθ´´に縮小されたＲＯＩ３０Ｈを表示している。
【００８０】
　尚、このようなＣＰＵ８によるＲＯＩ調整処理に基づくプログラムは、図５に示すフロ
ーチャートに限定されることはなく、例えば、複数の操作ボタン１５ａ～１５ｈの内、使
用頻度高い操作ボタンの押下の有無の判断処理を最初に実行するように、必要に応じて判
断処理の順序を適宜変更しても良い。
【００８１】
　従って、本実施の形態によれば、操作内容が直感的に把握できる情報の表示を有するボ
タン表示により、カラーフローモード実行時にモニタ５に表示されるＲＯＩ３０の表示領
域を簡単に変更することができ、操作性を向上することができる。
【００８２】
　尚、本実施の形態では、カラーフローモード実行時における全円表示モードのモニタの
表示画面に表示されるＲＯＩの表示領域を変更した場合について説明したが、勿論、半円
表示モード時におけるＲＯＩの表示領域を変更する場合でも適用できる。
【００８３】
　本発明は、以上述べた実施の形態及び変形例のみに限定されるものではなく、発明の要
旨を逸脱しない範囲で種々変形実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】本発明の一実施の形態に係り、指標画像制御装置を用いた超音波診断装置の全体
構成を示すブロック図。
【図２】図１の操作部の具体的な構成を示す構成図。
【図３】図２のＬＣＤパネルに表示されたＲＯＩ設定操作部の構成例を示す図。
【図４】図３のＲＯＩ設定操作部によりＲＯＩの表示領域を変更するための原理を説明す
るための説明図。
【図５】図１の超音波診断装置内のＣＰＵの制御処理の流れを示すフローチャート。
【図６】指標画像である初期状態のＲＯＩがモニタに表示された状態を示す画面表示図。
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【図７】接近方向移動ボタンの押下によりＲＯＩを初期状態から超音波振動子側の近点位
置に移動した状態を示す画面表示図。
【図８】離隔方向移動ボタンの押下によりＲＯＩを初期状態から超音波振動子側の遠点位
置に移動した状態を示す画面表示図。
【図９】時計回り方向回転ボタンの押下によりＲＯＩを初期状態から時計回り方向に移動
した状態を示す画面表示図。
【図１０】反時計回り方向回転ボタンの押下によりＲＯＩを初期状態から反時計回り方向
に移動した状態を示す画面表示図。
【図１１】深さ方向拡大ボタンの押下によりＲＯＩの深さ方向を初期状態から拡大した状
態を示す画面表示図。
【図１２】深さ方向縮小ボタンの押下によりＲＯＩの深さ方向を初期状態から縮小した状
態を示す画面表示図。
【図１３】角度幅拡大ボタンの押下によりＲＯＩの角度を初期状態から拡大した状態を示
す画面表示図。
【図１４】角度幅縮小ボタンの押下によりＲＯＩの角度を初期状態から縮小した状態を示
す画面表示図。
【符号の説明】
【００８５】
１…超音波診断装置、
２…超音波プローブ、
２ａ…超音波振動子、
３…プロセッサ、
４…操作部、
５…モニタ、
５Ａ～５Ｇ…表示画面、
６…送受信部、
７…指標画像表示手段、
７Ａ…合成処理部、
７Ｂ…画像処理部、
８…ＣＰＵ、
９、１０…メモリ、
１２…ＣＰＵ、
１３、１９…メモリ、
１４…画面表示制御部、
１５…ＬＣＤパネル、
１５Ａ…ＲＯＩ位置調整ボタン、
１５Ｂ…ＲＯＩサイズ変更ボタン、
１５ａ…接近方向移動ボタン、
１５ｂ…離隔方向移動ボタン、
１５ｃ…時計回り方向回転ボタン、
１５ｄ…右反時計回り方向回転ボタン、
１５ｅ…深さ方向縮小ボタン、
１５ｆ…深さ方向拡大ボタン、
１５ｇ…角度幅縮小ボタン、
１５ｈ…角度幅拡大ボタン、
１６…キー操作部、
１７…トラックボール、
１８…スイッチ群、
２０…操作パネル画面、
２１…矢印。
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